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密
教
儀
軌
に
見
ら
れ
る
「
破
地
獄
」
に
つ
い
て山

口

真

玄

一
、
は
じ
め
に

　
現
在
、
真
言
宗
智
山
派
（
以
下
、
本
宗
）
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
『
作
法
集
』
所
収
の
「
開
眼
大
事
」
に
は
「
三
身
真
言
」

（（

・

・

）、
ま
た
は
三
種
悉
地
の
真
言
、
三
種
真
言
な
ど
と
称
さ
れ
る
。）
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
「
開
眼
大
事
」
の
中
核
を
な
す
、
重
要
な
真
言
で
あ
る（
１
）。

こ
の
三
種
の
真
言
は
、
善
無
畏
訳
と
称
さ
れ
共
に
「
破
地
獄
」
の
名

を
有
す
る
三
本
の
儀
軌
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
三
本
の
儀
軌
を
総
称
す
る
場
合
、
三
本

の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
総
称
す
る
）。
し
か
し
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
真
言
が
「
開
眼
大
事
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か

定
か
で
は
な
い（
２
）。

　
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
特
に
松
長
【
一
九
九
八
】
は
そ
れ
ま
で
の
先
行
研

究
を
整
理
し
、
こ
の
儀
軌
に
共
通
し
て
説
か
れ
る
思
想
と
そ
の
起
源
に
つ
い
て
網
羅
的
に
論
じ
て
い
る
。
筆
者
も
三
本
の
「
破
地
獄

儀
軌
」
に
見
ら
れ
る
思
想
や
、
そ
の
起
源
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
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本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
「
三
身
真
言
」（
以
下
、「
三
種
悉
地
の
真
言
」
と
呼
称
す
る
。）

に
関
連
す
る
議
論
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
知
見
を
踏
ま
え
て
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
お
け
る
「
破
地
獄
」
に
つ
い
て
見
て
い

き
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
間
に
お
け
る
展
開
過
程
も
合
わ
せ
て
見
た
い
。

二
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
つ
い
て

　
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
は
、
次
の
三
本
の
儀
軌
で
あ
る
。

・『
三
種
悉
地
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
五
番
、
具
名
『
三
種
悉
地
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
法
』）

・『
破
地
獄
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
六
番
、
具
名
『
仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
三
身
仏
果
三
種
悉
地
真
言
儀
軌
』）

・『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
七
番
、
具
名
『
仏
頂
尊
勝
心
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
』）

　
ま
た
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
関
連
す
る
経
軌（
３
）と

し
て
、
以
下
の
二
つ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

・『
尊
勝
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
九
七
三
番
、
具
名
『
尊
勝
仏
頂
脩
瑜
伽
法
軌
儀
』）

・『
慈
氏
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
一
四
一
番
、
具
名
『
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
誐
念
誦
法
』）
※
『
尊
勝
儀
軌
』
と
類
本
関
係（
４
）。

　
こ
れ
ら
は
、
善
無
畏
訳
と
伝
え
ら
れ
な
が
ら
『
大
正
蔵
』
所
収
の
『
開
元
録
』・『
続
開
元
釈
教
目
録
』・『
貞
元
録
』
と
い
っ
た
中

国
の
経
典
目
録
に
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
か
ら
日
本
へ
の
将
来
に
お
い
て
そ
の
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、

そ
の
記
録
も
入
唐
八
家
（
最
澄
・
空
海
・
常
暁
・
円
行
・
円
仁
・
恵
運
・
円
珍
・
宗
叡
）
の
将
来
録
に
は
な
く
、
入
唐
八
家
の
将
来

目
録
を
整
理
し
た
安
然
（
八
四
一
～
八
八
九
～
）
の
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』（『
大
正
蔵
』
二
一
七
六
番
。
以
下
、『
八
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家
秘
録
』）
に
記
録
が
み
ら
れ
る
。

・
安
然
『
八
家
秘
録
』「
蘇
悉
地
部
第
四
、
儀
軌
法
三
」（『
大
正
蔵
』
五
五
、
二
一
七
六
番
）

　
　
尊
勝
破
地
獄
陀
羅
尼
儀
軌
一
巻
（
是
三
種
悉
地
法（
５
））

　
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
日
本
へ
の
将
来
が
確
認
で
き
る
が
、
将
来
者
に
関
し
て
の
言
及
は
な
い
。
こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
、

苫
米
地
【
二
〇
〇
七
】
に
よ
れ
ば
、「『
八
家
秘
録
』
は
、
必
ず
し
も
入
唐
八
家
の
将
来
経
軌
の
全
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
」

と
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（
６
）。

こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
入
唐
八
家
諸
師
い
ず
れ
か
の
将
来
で
あ
る
こ
と
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
成
立
と
日
本
へ
の
将
来
に
関
し
て
は
、
不
明
点
が
多
い
。
な
お
、
空
海
は
「
破

地
獄
真
言
」
な
る
も
の
を
将
来
し
て
い
る
。
そ
の
記
録
を
確
認
し
た
い
。

・
空
海
『
根
本
大
和
尚
眞
跡
策
子
等
目
録
』（『
大
正
蔵
』
五
五
、
二
一
六
二
番
）

　
　
破
地
獄
真
言
一
通（
７
）

　
こ
の
真
言
が
如
何
な
る
真
言
な
の
か
は
、
空
海
の
『
三
十
帖
策
子
』
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

・
空
海
『
三
十
帖
策
子
』
第
二
十
九
帖

　
　�

破
地
獄
真
言
　
那
謨
　

阿
瑟
咜
二
合
　

矢
𦙁𦙁
喃
　

三
薬
三
母
駄
俱
𦙁𦙁
喃
　

怚
你
也
二
合
　

他
　

唵
引
　

吉

那
縛
婆
嘶
　

地
哩
　

地
哩
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吽
引
泮
咜
　

娑
縛
二
合
賀（

８
）
引

　
こ
の
真
言
は
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
記
さ
れ
て
い
る
真
言
と
は
異
な
っ
た
真
言
で
あ
る
が（
９
）、

一
応
、

空
海
が
将
来
し
た
破
地
獄
真
言
が
如
何
な
る
真
言
で
あ
る
か
確
認
し
た
い
。
八
田
【
一
九
八
五
】
で
は
破
地
獄
の
真
言
と
し
て
、『
大

日
如
来
剣
印
』
所
説
の
真
言
を
記
載
し
て
い
る
。

・『
大
日
如
来
剣
印
』（『
大
正
蔵
』
八
六
四
Ａ
番
）

　
　�

智
矩
如
來
眞
言
　
曩
謨
引
阿
瑟
吒
二
合
始
底
南
　
三
藐
三
沒
馱
引
矩
二
引
胝
南
　
唵
　
枳
孃
二
合
引
曩
嚩
婆
引
細

　
　
地
哩
地
哩
　
吽）
10
（

　『
大
日
如
来
剣
印
』
の
真
言）
11
（

（nam
o�as ˙t ˙āśī ˙tī ˙nām ˙��sam ˙� yak-sam

buddha-kot ˙ī ˙nām ˙��om ˙��jñāna�babhase�dhili�dhili�hūm

�̇

）

は
、
空
海
が
将
来
し
た
破
地
獄
真
言
と
は
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
近
似
性
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

先
述
し
た
よ
う
に
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
所
説
の
真
言
と
、
空
海
が
将
来
し
た
破
地
獄
の
真
言
と
の
関
連
性
は
皆
無
で
あ
る）
12
（

。

三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
所
説
の
真
言
は
、
三
種
悉
地
の
真
言
で
あ
る
が
、
こ
の
三
種
悉
地
の
真
言
を
、
抑
も
三
種
悉
地
と
は
如
何

な
る
も
の
か
と
を
合
わ
せ
て
確
認
し
た
い
。

〇
三
種
悉
地
と
三
種
悉
地
の
真
言

　
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
で
は
共
通
し
て
、
上
中
下
三
種
の
悉
地
に
阿
鑁
藍
唅
欠
・
阿
尾
羅
吽
欠
・
阿
羅
波
者
那
の
真
言
を
、
仏
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の
三
身
に
配
し
、
身
体
の
三
か
所
に
観
ず
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
破
地
獄
軌
』
の
記
事
（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一

三
下
）
を
基
に
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

真
言

仏
身

身
体

下
品
悉
地
（
出
悉
地
）

阿
羅
波
遮
那

化
身

腰
よ
り
足

中
品
悉
地
（
入
悉
地
）

阿
微
羅
吽
佉

報
身

臍
よ
り
心

上
品
悉
地
（
蘇
悉
地
・
秘
密
悉
地
）

阿
鑁
覽
唅
欠

法
身

心
よ
り
頂
き

　
こ
れ
は
『
三
種
悉
地
軌
』、『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』
も
概
ね
同
様
の
記
事
で
あ
る
。
な
お
、『
破
地
獄
軌
』
で
は
、
こ
の
記
事
に
続

い
て
、是

の
如
く
の
三
種
悉
地
の
真
言
は
、
仏
頂
尊
勝
の
心
真
言
に
し
て
、
皆
是
れ
大
日
如
来
三
身
の
真
言
な
り
。
こ
れ
に
依
り
て
当

に
知
る
べ
し
。
尊
勝
仏
頂
と
は
、
即
ち
是
れ
毘
盧
遮
那
如
来
の
身
、
即
ち
是
れ
三
部
仏
頂
の
身
な
り
。）
13
（

と
あ
る
。
三
種
悉
地
の
真
言
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の
は
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
う
ち
、『
破
地
獄
軌
』
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
記
事
は
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
と
の
関
連
を
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
り
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
踏
ま
え
た
、
新
た
な
、
三
種

悉
地
の
真
言
に
よ
る
破
地
獄
の
思
想
が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
て
、
三
種
悉
地
の
思
想
、
そ
し
て
三
種
悉
地
の
真
言
は
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
お
い
て
初
め
て
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
松
長
【
一
九
九
八
】、
長
部
【
一
九
七
一
Ａ
】
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
し
つ
つ
、
三
種
悉
地
の

思
想
、
三
種
悉
地
の
真
言
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
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〇
三
種
悉
地

　
松
長
【
一
九
九
八
】
は
ま
ず
「
三
種
悉
地
と
は
、
上
品
、
中
品
、
下
品
の
三
品
の
悉
地
を
い
う
。
そ
れ
に
仏
部
、
蓮
花
（
観
音
）
部
、

金
剛
部
の
三
部
、
あ
る
い
は
息
災
、
増
益
、
降
伏
の
三
種
法
を
あ
て
た
り
、
人
間
の
身
体
の
三
カ
所
す
な
わ
ち
腋
（
心
）
よ
り
頂
ま

で
、
臍
よ
り
腋
（
心
）
ま
で
、
足
よ
り
臍
（
腰
）
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
を
配
す
る
場
合
も
あ
る
。）
14
（

」

と
、
三
種
悉
地
を
定
義
し
て
い
る
。
続
い
て
、
三
種
悉
地
を
説
く
代
表
的
な
経
典
と
し
て
善
無
畏
訳
『
蘇
悉
地
経
』
を
あ
げ
て
い
る
。

『
蘇
悉
地
経
』
の
三
種
悉
地
の
記
事
は

復
次
に
、
上
中
下
の
成
就
法
と
は
、
別
に
経
の
中
に
説
く
が
如
し
。
成
就
を
求
め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
須
く
真
言
の
上
中
下
法

を
解
す
べ
し
。
此
の
経
に
通
じ
て
三
部
所
作
曼
荼
羅
を
摂
る
法
は
、
仏
部
真
言
扇
底
迦
、
観
音
真
言
補
瑟
徴
迦
、
金
剛
真
言
阿

毘
遮
嚕
迦
な
り
。
腋
よ
り
頂
に
至
り
て
は
上
品
と
す
。
臍
よ
り
腋
に
至
り
て
は
中
品
と
す
。
足
よ
り
臍
に
至
り
て
は
下
品
と
す
。

真
言
中
に
亦
、
応
に
三
種
の
成
就
を
分
別
す
べ
し
。
此
の
三
部
に
於
て
、
各
の
分
け
て
三
と
す
。
善
し
く
須
く
了
解
す
べ
し
。）
11
（

と
、
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
三
種
悉
地
を
説
く
経
典
は
他
に
も
存
在
し
、『
蘇
悉
地
経
』
と
同
じ
く
善
無
畏
訳
の
『
蘇
婆

呼
童
子
経）
11
（

』
や
菩
提
流
志
訳
の
『
一
字
仏
頂
輪
王
経）
17
（

』、
同
じ
く
菩
提
流
志
訳
の
『
五
仏
頂
三
昧
陀
羅
尼
経）
18
（

』
に
も
三
種
悉
地
が
説

か
れ
る
。
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
三
種
悉
地
は
基
本
的
に
『
蘇
悉
地
経
』
の
も
の
と
同
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
19
（

。

　
こ
こ
で
は
、『
蘇
悉
地
経
』
等
に
み
ら
れ
る
三
種
悉
地
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
三
種
悉
地
と
同
系
統
の
も
の
は
、『
大
日
経）
20
（

』
第
七

巻
、
そ
し
て
『
大
日
経
』
第
七
巻
よ
り
も
多
少
発
展
し
た
類
本
で
あ
る
『
要
略
念
誦
経）
21
（

』
等
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

様
な
三
種
悉
地
は
胎
蔵
法
系
統
の
一
種
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）
22
（

。
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
も
の
が
、
先
行
研
究
に
見
ら

れ
る
三
種
悉
地
の
定
義
で
あ
る
。
な
お
、
上
品
、
中
品
、
下
品
、
の
三
品
の
悉
地
の
規
定
は
、『
大
日
経
疏）
23
（

』
や
『
観
無
量
寿
経）
24
（

』

に
も
見
ら
れ
る
。
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さ
て
、
本
稿
冒
頭
に
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
関
連
す
る
儀
軌）
21
（

と
し
て
『
尊
勝
儀
軌
』
を
紹
介
し
た
が
、
長
部
【
一
九
七
一

Ｂ
】
は
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
三
種
悉
地
と
、『
尊
勝
儀
軌
』
に
記
さ
れ
る
有
相
悉
地
・
無
相
悉
地
の
記
事
に
注
目
し
て
い
る
。

ま
ず
、
有
相
悉
地
と
は
、

下
悉
地
と
は
、
長
生
不
死
な
り
。
地
仙
中
の
王
と
為
る
。
或
い
は
世
間
一
切
の
勝
事
、
巧
妙
に
赤
白
を
合
練
し
、
種
種
の
勝
事
、

多
聞
・
智
恵
・
福
徳
、
具
足
せ
ざ
る
無
く
し
て
、
万
万
歳
に
住
寿
す
。
中
悉
地
と
は
、
隠
形
悉
地
の
中
に
転
輪
聖
王
と
為
り
、

一
劫
に
住
寿
せ
ん
。
上
悉
地
と
は
、
加
持
す
る
所
の
薬
物
器
杖
等
、
三
相
を
具
現
し
て
、
五
地
已
上
八
地
已
来
の
菩
薩
の
身
を

得
証
し
、
一
念
の
間
に
無
量
の
諸
天
、
大
梵
天
王
、
無
量
の
帝
釈
天
衆
、
毘
沙
門
天
等
、
各
の
無
量
の
大
威
徳
天
衆
を
領
し
、

一
念
の
頃
に
迎
来
し
て
、
十
仏
刹
微
塵
数
の
世
界
を
過
ぎ
て
、
一
一
の
仏
前
に
承
事
供
養
し
、
衆
生
の
趣
に
隨
っ
て
衆
生
を
化

度
せ
ん
。
是
の
如
く
を
説
く
も
の
を
名
づ
け
て
有
相
悉
地
の
法
と
な
す
。）
21
（

と
あ
り
、
次
に
無
相
悉
地
と
は
、

其
れ
無
相
の
悉
地
と
は
、
前
の
三
種
悉
地
を
下
悉
地
と
為
す
。
若
し
、
無
相
の
中
悉
地
と
は
、
或
い
は
、
本
尊
の
身
を
得
、
若

し
く
は
応
化
身
乃
至
十
地
位
の
菩
薩
の
身
を
得
る
を
号
し
て
中
悉
地
と
曰
う
。
其
の
上
悉
地
と
は
、
三
業
即
ち
是
れ
三
密
、
三

密
即
ち
是
れ
三
身
、
三
身
即
ち
是
れ
大
毘
盧
遮
那
如
来
の
智
な
り
。）
27
（

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
尊
勝
儀
軌
』
に
は
、
有
相
と
無
相
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
た
形
で
の
三
種
悉
地
が
説
か
れ
る
。
長
部
【
一
九
七

一
Ｂ
】
は
、
有
相
無
相
と
い
っ
た
悉
地
相
を
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
が
記
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
尊
勝
儀
軌
』
と
の
直
接
的

な
関
係
性
を
否
定
し
て
い
る
が）
28
（

、
筆
者
は
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
『
尊
勝
儀
軌
』
は
直
接
的
に
関
係
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、

三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
『
尊
勝
儀
軌
』
が
共
に
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
次
に
、
三
本
の
「
破

地
獄
儀
軌
」
に
記
さ
れ
る
三
種
悉
地
の
真
言
の
起
源
を
見
て
い
く
。
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〇
三
種
悉
地
の
真
言

　
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
三
種
悉
地
の
真
言
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
阿
鑁
藍
唅
欠
・
阿
尾
羅
吽
欠
・
阿
羅
波

者
那
の
三
種
で
あ
る
。『
蘇
悉
地
経
』
の
三
種
悉
地
真
言
は
、
仏
部
真
言
・
観
音
真
言
・
金
剛
真
言
と
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ

う
な
真
言
で
あ
る
か
、『
蘇
悉
地
経
』
の
記
事
を
見
る
と
、

仏
部
心
真
言
に
曰
わ
く
　
　
爾
嚢
上
邇
迦
輕
呼

蓮
花
部
心
真
言
に
曰
わ
く
　
阿
𡀔𡀔
力
迦
輕

金
剛
部
心
真
言
に
曰
わ
く
　
嚩
日
囉
二
合
特
嘞
二
合
迦

）
29
（輕

と
あ
り
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
真
言
と
は
異
な
る
真
言
で
あ
る
た
め
、
三
種
悉
地
の
真
言
の
起
源
を
『
蘇
悉
地
経
』
に
求
め

ら
れ
な
い
。
で
は
次
に
、
三
種
悉
地
の
真
言
の
日
本
へ
の
伝
来
を
確
認
し
た
い
。

　
最
澄
の
『
顕
戒
論
縁
起
』
を
見
る
と

大
唐
秦
岳
霊
巌
寺
順
暁
阿
闍
梨
付
法
文
一
首

毘
盧
遮
那
如
来
三
十
七
尊
曼
荼
羅
所

阿
鑁
藍
吽
欠
　
上
品
悉
地

阿
尾
羅
吽
欠
　
中
品
悉
地

阿
羅
波
者
那
　
下
品
悉
地

灌
頂
伝
授
三
部
三
昧
耶
阿
闍
梨
沙
門
順
暁
、
図
様
契
印
法
。
大
唐
貞
元
二
十
一
年
四
月
十
八
日
、
泰
岳
霊
巌
寺
鎮
国
道
場
の
大

徳
内
供
奉
沙
門
順
暁
、
越
府
の
峯
山
頂
道
場
に
於
て
、
三
部
三
昧
耶
を
付
し
、
弟
子
㝡
澄
に
牒
す
。）
30
（
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と
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
最
澄
が
中
国
に
お
い
て
山
東
省
霊
巌
寺
の
順
暁
阿
闍
梨
よ
り
、
三
部
三
昧
耶
の
真
言
と
し
て
、
三
本
の
「
破

地
獄
儀
軌
」
に
見
ら
れ
る
三
種
類
の
真
言
を
授
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
よ
う
に
三
本
の
「
破

地
獄
儀
軌
」
は
最
澄
の
将
来
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
三
種
悉
地
の
真
言
の
起
源
は
、
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
て
い
る
。
円
珍
の

『
決
示
三
種
悉
地
法
』
に
は

唐
貞
元
末
年
順
暁
阿
闍
梨
、
比
叡
山
大
師
に
付
属
す
る
文
に
云
わ
く
、
上
品
悉
地
　
阿
鑁
㘕
唅
欠
　
中
品
悉
地
　
阿
尾
羅
吽
欠
　

下
品
悉
地
　
阿
羅
波
遮
那
。
伝
授
血
脈
、
具
さ
に
彼
の
中
の
如
し
。

大
唐
東
都
水
南
天
宮
寺
門
の
楼
柱
上
題
に
云
わ
く
、
法
身
真
言
　
阿
鑁
㘕
唅
欠
　
報
身
真
言
　
阿
尾
羅
吽
欠
　
化
身
真
言
　
阿

羅
波
灑
娜
。

大
日
経
悉
地
出
現
品
に
云
わ
く
、
南
麼
三
曼
陀
没
駄
喃
阿
尾
羅
吽
欠
（
降
伏
四
魔
解
脱
六
趣
満
足
一
切
智
智
金
剛
字
句
と
名
づ

く
）
持
誦
法
則
品
に
云
わ
く
、
阿
鑁
囕
唅
欠
（
佉
に
空
点
を
加
う
）
字
義
を
釈
す
る
は
、
彼
の
品
の
如
し
。
金
剛
頂
瑜
伽
中
に

別
し
て
文
珠
五
字
品
及
び
五
字
陀
羅
尼
頌
等
有
り
。
又
、
貞
観
録
に
文
殊
師
利
五
字
真
言
経
一
巻
を
載
す
（
二
五
紙
な
り
）。

此
れ
即
ち
第
三
応
化
身
真
言
な
り
。）
31
（

と
、
あ
る
。
円
珍
に
よ
れ
ば
、
阿
鑁
㘕
唅
欠
が
『
大
日
経
』「
持
誦
法
則
品）
32
（

」、
阿
尾
羅
吽
欠
が
『
大
日
経
』「
悉
地
出
現
品）
33
（

」、
阿
羅

波
遮
那
が
不
空
訳
の
『
金
剛
頂
超
勝
三
界
経
説
文
殊
五
字
真
言
勝
相）
34
（

』
や
、
同
じ
く
不
空
訳
の
『
五
字
陀
羅
尼
頌）
31
（

』
が
そ
の
起
源
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

　
な
お
、
安
然
は
『
胎
蔵
界
大
法
対
受
記
』
に
お
い
て
、
最
澄
が
受
け
た
三
部
三
昧
耶
の
真
言
の
典
拠
と
し
て
、「
尊
勝
破
地
獄
法

中
に
、
此
等
三
種
悉
地
真
言
有
り）
31
（

」
と
述
べ
た
。
よ
っ
て
、
安
然
に
よ
っ
て
、
三
部
三
昧
耶
の
真
言
が
三
種
悉
地
の
真
言
と
結
び
付
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け
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
所
説
の
三
種
悉
地
の
真
言
、
そ
し
て
三
種
悉
地
に
つ
い
て
確
認
し
て
き

た
、
稿
を
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
成
立
事
情
に
戻
し
た
い
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
成
立
と
日
本
へ
の
将
来
に
関
し
て
は
不
明
点
が
多
い
。
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」

に
関
す
る
研
究
は
、
大
村
【
一
九
一
八
】
の
研
究
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
大
村
【
一
九
一
八
】
で
は
『
三
種
悉
地
軌
』
の
序
分
の
「
節

度
・
観
察
、
旗
旌
の
上
に
、
真
言
を
書
写
す）
37
（

」
を
引
い
て

即
ち
亦
、
密
教
支
那
化
の
徴
し
に
し
て
、
此
の
儀
軌
、
唐
土
に
成
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
亦
、
其
れ
無
畏
の
撰
述
と
す
る
を
疑

い
無
し
と
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
且
つ
、
命
題
の
風
を
以
て
、
こ
れ
を
推
し
は
か
り
、
及
び
、
其
の
説
く
所
に
由
り
て
、
こ
れ
を

考
え
る
に
、
其
れ
或
い
は
中
唐
の
作
か
。）
38
（

と
、
中
国
で
の
成
立
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
善
無
畏
撰
述
で
あ
る
こ
と
も
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
大
村
の
研
究
に
続
い
て
、
以
降
、

様
々
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
き
た）
39
（

。

　
な
お
、
覚
鑁
は
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈）
40
（

』
で
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
う
ち
、『
三
種
悉
地
軌
』
に
し
か
み
ら
れ
な
い
記
事

を
引
用
し
て
い
る
た
め）
41
（

、
覚
鑁
の
時
代
に
『
三
種
悉
地
軌
』
が
日
本
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
事
情

か
ら
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
日
本
成
立
を
示
唆
す
る
説
も
あ
る）
42
（

。

　
以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
成
立
事
情
は
未
だ
確
定
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
事
実
や
先
行
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
成
立
事
情
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
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・
善
無
畏
あ
る
い
は
善
無
畏
以
降
の
者
に
よ
る
編
纂
（
編
纂
者
は
不
明
）
の
可
能
性
が
あ
る
。

・
日
本
成
立
説
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
直
ち
に
中
国
成
立
を
否
定
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。

　
こ
の
観
点
と
、
善
無
畏
訳
と
伝
承
さ
れ
日
本
へ
将
ら
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
は
中
国
で
編
纂

さ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
た
め
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
本
は
中
国
成
立
と
考
え
る
。
ま
た
、
三

本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
全
て
に
「
毘
盧
遮
那
経
、
金
剛
頂
経
、
要
妙
を
採
集
す）
43
（

」
と
『
大
日
経
』
系
や
『
金
剛
頂
経
』
系
の
経
軌
の

記
事
か
ら
要
妙
を
切
り
取
っ
て
編
纂
し
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の

忠
実
な
翻
訳
で
は
な
い
と
言
え
る
。
な
お
、
こ
う
い
っ
た
編
纂
を
示
唆
す
る
記
事
は
、『
尊
勝
儀
軌
』
に
も
「
今
、
金
剛
頂
、
大
毘

盧
遮
那
経
、
并
び
に
釈
義
十
卷
。
蘇
悉
地
、
蘇
摩
呼
、
如
意
輪
、
七
倶
胝
、
瞿
醯
且
怛
羅
、
不
空
羂
索
等
の
経
を
略
し
て
撰
集
す）
44
（

」

と
い
っ
た
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
成
立
事
情
に
関
し
て
確
認
し
て
き
た
。
続
い
て
「
破
地
獄
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

な
お
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
見
ら
れ
る
記
事
に
つ
い
て
は
、
松
長
【
一
九
九
八
】
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え

た
上
で
の
網
羅
的
な
成
果
が
あ
る
た
め
、
そ
の
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
見
て
い
き
た
い
。

〇
「
破
地
獄
」
に
つ
い
て

　
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
は
共
通
し
て
経
題
に
「
破
地
獄
」
と
あ
る
。「
破
地
獄
」
と
は
、
例
え
ば
密
教
大
辞
典
を
見
る
と
「
仏

菩
薩
の
本
誓
・
印
・
真
言
・
陀
羅
尼
の
功
力
等
に
よ
り
て
地
獄
を
脱
し
て
そ
の
苦
患
を
免
が
る
る
を
云
ふ）
41
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
獄
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の
苦
を
打
ち
破
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
は
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
初
め
て
説
か
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
諸
経
典
に
見
る

こ
と
が
出
来
る）
41
（

。

　
破
地
獄
に
関
し
て
松
長
【
一
九
九
八
】
は
、
諸
経
典
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経）
47
（

』、『
宝
篋
印
陀
羅
尼
経）
48
（

』、

『
随
求
陀
羅
尼
経）
49
（

』、『
広
大
宝
楼
閣
善
住
秘
密
陀
羅
尼
経）
10
（

』、『
一
字
仏
頂
輪
王
経）
11
（

』
を
ま
ず
あ
げ
「
そ
れ
ぞ
れ
の
陀
羅
尼
を
読
誦
し

た
り
、
塔
を
建
て
た
り
す
る
功
徳
の
一
つ
に
、
破
地
獄
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る）
12
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、『
不
空
羂
索
神
変
真
言

経）
13
（

』
所
説
の
光
明
真
言
に
よ
る
も
の
、
さ
ら
に
『
観
自
在
菩
薩
随
心
呪
経
』
所
説
の
破
地
獄
の
印
の
記
事）
14
（

を
さ
ら
な
る
密
教
経
典
に

見
ら
れ
る
破
地
獄
の
思
想
と
し
て
述
べ
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
要
す
る
に
陀
羅
尼
の
読
誦
も
し
く
は
結
印
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
罪

障
を
消
滅
し
、
身
を
清
浄
な
ら
し
め
、
衆
生
を
地
獄
よ
り
救
出
し
、
も
ろ
も
ろ
の
苦
悩
か
ら
脱
却
せ
し
め
る
こ
と
を
破
地
獄
と
い

う）
11
（

」
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
破
地
獄
の
真
言
は
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
系
統
を
ひ
く
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
破
地
獄
の
思
想
は
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
初
め
て
説
か
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
諸
経
典

に
見
ら
れ
る
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
く
、
地
蔵
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
に
よ
る
も
の
、
光
明
真
言
等
の
諸
真

言
や
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
に
よ
る
も
の
等
、
様
々
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
所
説
の
破
地
獄
は
如
何

な
る
も
の
か
見
て
い
き
た
い
。

　『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』
の
序
文
に
は

金
剛
鼓
と
名
づ
く
。
口
を
開
き
、
舌
を
挙
げ
て
法
界
宮
を
震
わ
せ
ば
蓮
華
蔵
の
諸
如
来
出
定
す
。
即
ち
地
獄
を
摧
破
し
、
七
編

の
殃
を
滅
す
る
を
以
て
、
起
教
菩
薩
（
善
住
天
子
な
り
）
に
、
五
字
の
秘
密
の
本
を
執
る
を
説
い
て
授
け
、
如
法
に
布
字
す
。

人
主
冠
中
に
頂
戴
せ
ば
、
万
国
清
泰
な
り
。
節
度
観
察
、
旗
旌
の
上
に
真
言
を
書
写
せ
ば
、
四
方
晏
清
な
り
。
専
城
の
太
守
は

鎮
遏
し
て
戎
を
総
べ
る
。
鼓
角
上
に
字
を
題
し
厳
警
せ
ば
、
遠
く
聞
こ
え
て
妖
気
潜
む
。
熾
盛
に
し
て
千
里
に
布
け
ば
、
苗
稼
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洪
潤
に
し
て
、
人
に
災
疾
な
し
。
地
土
神
祇
、
風
恬
雨
順
な
り
。
瑜
伽
事
法
に
約
し
て
千
条
あ
り
。
略
し
て
少
分
を
述
べ
ん
。

念
誦
加
持
せ
よ
。
戦
鼓
の
上
に
書
け
ば
、
賊
軍
自
ら
降
り
、
一
人
と
し
て
損
せ
ず
。）
11
（

と
あ
り
、
真
言
を
国
の
君
主
が
頂
戴
す
れ
ば
、
国
家
は
泰
平
に
な
る
と
示
し
て
い
る
。
国
家
の
泰
平
や
風
雨
順
時
で
あ
る
こ
と
は
、

国
を
治
め
る
君
主
の
願
う
こ
と
で
あ
り
、
中
国
思
想
で
は
そ
の
よ
う
な
現
世
利
益
を
願
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
節
度

観
察
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
節
度
使
・
観
察
使
を
指
し
た
記
事
で
あ
る
。
節
度
使
は
、
唐
の
軍
職
で
あ
り
、
軍
政
の
み
で
な
く
民
政
・

財
政
権
を
も
兼
ね
た
強
大
な
権
限
を
有
し
て
い
た
が
、
宋
の
初
め
に
廃
止
さ
れ
た）
17
（

。
ま
た
、
観
察
使
は
唐
代
の
地
方
官
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）
18
（

。
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
は
中
国
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
よ
う）
19
（

。

　『
三
種
悉
地
軌
』
と
『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』
の
序
文
を
比
較
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、『
三
種
悉
地
軌
』
で
は
「
七
編
の
殃
」
や
「
起

教
菩
薩
」
の
記
述
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
し
た
い
。

　『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』
の
序
文
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
が
、「
五
字
の
秘
密
」
の
「
五
字
」、
そ
し
て
「
真
言
」
が
如
何
な
る
真

言
で
あ
る
か
こ
の
記
事
だ
け
で
は
不
明
な
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
『
破
地
獄
軌
』
の
序
文
を
見
る
と
、

摩
訶
毘
盧
遮
那
如
来
、
金
鼓
の
説
、
口
を
開
き
舌
を
挙
げ
れ
ば
、
法
界
宮
殿
を
震
わ
し
、
蓮
華
台
蔵
世
界
は
、
諸
の
如
来
の
出

定
な
り
。
即
ち
以
て
地
獄
を
摧
破
し
、
七
遍
の
殃
を
滅
す
。
起
教
菩
薩
を
し
て
五
字
の
秘
密
を
説
か
し
む
。
こ
の
五
字
は
阿
鑁

覧
唅
欠
な
り
。）
10
（

と
あ
り
、
五
字
が
阿
鑁
覧
唅
欠
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
わ
か
る
。
ま
た
「
真
言
」
の
問
題
に
対
し
て
は
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
が

阿
鑁
藍
唅
欠
・
阿
尾
羅
吽
欠
・
阿
羅
波
者
那
の
三
種
の
真
言
、
い
わ
ゆ
る
三
種
悉
地
真
言
の
教
理
を
共
に
記
す
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

い
う
「
真
言
」
と
は
、
阿
鑁
藍
唅
欠
・
阿
尾
羅
吽
欠
・
阿
羅
波
者
那
の
三
種
の
真
言
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
が
記
す
破
地
獄
の
思
想
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
経
典
に
見
ら
れ
る
破
地
獄
の
思
想
と
は
、
様
相
が
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異
な
る
。
ま
た
、
三
種
の
真
言
を
用
い
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、
空
海
が
将
来
し
た
破
地
獄
の
真
言
と
も
全
く
別
の
真
言
で
あ
る
。

　
経
題
に
「
仏
頂
尊
勝
心
」
と
あ
る
『
破
地
獄
軌
』
と
『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』
は
、
序
分）
11
（

に
「
七
編
の
殃
」
や
「
起
教
菩
薩
」
の
記

述
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』
は
、
割
注
で
は
あ
る
が
「
起
教
菩
薩
」
を
「
善
住
天
子
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
善
住
天

子
の
因
縁
に
よ
る
破
地
獄
の
思
想
は
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る）
12
（

。

　
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
因
縁
譚
に
関
し
て
は
佐
々
木
【
二
〇
一
一
】
に
詳
し
い
。
佐
々
木
【
二
〇
一
一
】
で
は
、
陀
羅
尼
が
説
か
れ

た
由
縁
（
因
縁
譚
）
を
と
く
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
に
は
、

・
仏
→
善
住
天
子）
13
（

・
無
量
寿
如
来
→
観
自
在
菩
薩

の
二
種
の
系
統
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
仏
→
善
住
天
子
の
系
統
の
因
縁
譚
の
概
要
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い

る）
14
（

。
①�

仏
は
比
丘
衆
や
菩
薩
と
と
も
に
イ
ン
ド
の
シ
ュ
ラ
ー
バ
ス
テ
ィ
─
に
滞
在
し
て
い
た
。

②�

三
十
三
天
で
享
楽
に
ふ
け
る
善
住
天
子
は
、
あ
る
夜
、「
汝
は
七
日
後
に
死
に
、
悪
趣
等
に
七
度
生
ま
れ
変
わ
り
苦
し
み
続
け
る
」

と
の
声
を
聞
き
、
恐
怖
に
震
え
上
が
っ
た
。

③�

相
談
を
も
ち
か
け
ら
れ
た
帝
釈
天
（
イ
ン
ド
ラ
）
は
、
善
住
天
子
を
苦
境
か
ら
救
い
出
す
た
め
、
シ
ュ
ラ
ー
バ
ス
テ
ィ
に
滞
在
す

る
仏
を
訪
ね
た
。
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④�

帝
釈
天
の
話
を
聞
き
終
わ
っ
て
、
仏
は
頂
上
よ
り
大
光
明
を
放
っ
て
、
三
千
大
千
世
界
を
照
ら
し
出
し
、
そ
の
後
に
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
を
説
き
示
し
た
。

⑤�
仏
は
、
こ
の
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
由
来
や
利
益
、
ま
た
そ
の
実
践
法
に
つ
い
て
説
い
た
。

⑥�

善
住
天
子
は
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
七
日
間
実
践
し
、
死
の
危
機
を
回
避
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
②
は
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
実
際
の
記
事
を
仏
陀
波
利
訳

『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
で
確
認
し
た
い
。

　『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
に
は
、

爾
の
時
三
十
三
天
、
善
法
堂
會
に
於
て
一
天
子
有
り
。
名
づ
け
て
善
住
と
曰
う
。
諸
大
天
と
與
に
園
に
遊
び
て
観
じ
、
又
、
大

天
受
勝
尊
貴
と
諸
天
女
と
前
後
に
囲
繞
す
。
歡
喜
し
て
種
種
の
音
楽
を
遊
戯
し
、
共
に
相
娯
楽
し
て
諸
快
楽
を
受
く
。
爾
の
時

善
住
天
子
、
即
ち
夜
分
に
於
て
声
有
る
を
聞
い
て
言
わ
く
、「
善
住
天
子
、
却
る
こ
と
後
七
日
に
し
て
命
将
尽
き
ん
と
欲
う
。

命
終
の
後
、
贍
部
洲
に
生
じ
、
七
返
畜
生
の
身
を
受
く
。
即
ち
地
獄
苦
を
受
け
、
地
獄
よ
り
出
で
て
人
身
を
得
ん
こ
と
を
希
っ

て
、
貧
賤
に
生
じ
、
母
胎
に
処
し
て
即
ち
両
目
無
し
」
と
。
爾
の
時
善
住
天
子
、
此
の
声
を
聞
き
已
り
て
、
即
ち
大
い
に
驚
怖

し
、
身
毛
皆
竪
ち
て
愁
憂
し
て
楽
し
ま
ず
。
速
疾
に
天
帝
釈
所
に
往
詣
す
。
悲
啼
号
哭
し
、
惶
怖
計
り
無
し
。
帝
釈
二
足
尊
を

頂
礼
し
已
り
て
、
帝
釈
に
白
し
て
言
さ
く
、「
我
が
所
説
を
聴
き
た
ま
え
。
我
れ
諸
天
女
と
共
に
相
圍
繞
し
て
諸
快
楽
を
受
く
。

声
有
る
を
聞
く
。「
言
わ
く
善
住
天
子
、
却
る
こ
と
後
七
日
に
し
て
命
将
に
尽
き
ん
と
欲
う
。
命
終
の
後
、
贍
部
洲
に
生
じ
、

七
返
に
畜
生
身
を
受
く
。
七
身
を
受
け
已
り
て
即
ち
諸
地
獄
に
墮
す
。
地
獄
よ
り
出
で
て
人
身
を
得
ん
と
希
う
に
、
貧
賤
家
に

生
じ
て
両
目
無
し
」
と
。
天
帝
、
云
何
が
我
を
し
て
斯
苦
を
免
ず
る
こ
と
を
得
し
む
る
や
、」
と
。）
11
（
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と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
十
三
天
（
忉
利
天
）
の
諸
天
子
中
の
一
人
で
あ
る
善
住
天
子
は
、
七
日
後
に
死
に
、
そ
の
後
、
七
返
閻
浮

提
に
お
い
て
畜
生
の
身
を
受
け
、
後
に
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
を
宣
告
さ
れ
る
。
こ
れ
を
大
い
に
恐
れ
た
善
住
天
子
は
、
帝
釈
天
に
相

談
す
る
の
で
あ
る
。
善
住
天
子
に
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
帝
釈
天
は
、

仏
前
に
胡
跪
し
て
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、「
世
尊
、
善
住
天
子
は
云
何
ん
が
当
に
七
返
の
畜
生
悪
道
の
身
を
受
く
る
や
」
と
。）
11
（

と
、
仏
に
相
談
す
る
。
帝
釈
天
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
仏
は
、

仏
、
便
ち
微
笑
し
て
帝
釈
に
告
げ
て
言
く
、「
天
帝
、
陀
羅
尼
有
り
。
名
づ
け
て
如
来
仏
頂
尊
勝
と
す
。
能
く
一
切
の
悪
道
を

浄
め
、
能
く
一
切
生
死
の
苦
悩
を
浄
除
し
、
又
能
く
諸
の
地
獄
閻
羅
王
界
畜
生
の
苦
を
浄
除
す
。
又
一
切
の
地
獄
を
破
し
、
能

く
善
道
に
迴
向
す
。
天
帝
、
此
の
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
、
若
し
人
有
り
て
一
經
を
耳
に
聞
け
ば
、
先
世
に
造
る
所
の
一
切
地
獄
の

悪
業
、
悉
く
皆
消
滅
し
て
當
に
清
浄
の
身
を
得
べ
し
。）
17
（

と
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
授
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
獄
の
苦
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
説
き
示
す
の
で
あ
る
。

　
以
上
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
説
か
れ
る
破
地
獄
の
思
想
は
、
仏
→
善
住
天
子
の
系
統
と
考
え

て
相
違
な
い
。
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
は
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
に
よ
る
破
地
獄
を
踏
ま
え
て
、
陀
羅
尼
で
は
な
く
、
三
種
悉
地
の
真

言
に
よ
る
新
た
な
破
地
獄
の
思
想
を
再
構
築
し
た
。
こ
れ
は
経
題
に
「
仏
頂
尊
勝
心
」
と
あ
る
『
破
地
獄
軌
』
と
『
破
地
獄
陀
羅
尼

軌
』
が
、
序
分
に
「
七
編
の
殃
」
や
「
起
教
菩
薩
」
の
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
を
善
住
天
子
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。

　
ま
た
、『
破
地
獄
軌
』
は
末
文
に
、

若
し
人
有
り
て
、
此
の
説
、
不
定
の
疑
心
あ
ら
ば
、
無
量
不
可
思
議
恒
河
沙
・
阿
僧
祇
・
無
数
の
大
劫
を
経
て
、
阿
鼻
地
獄
の

中
に
堕
落
す
。
若
し
纔
に
彼
の
地
獄
の
劫
を
尽
し
て
出
だ
す
る
者
、
ま
た
十
八
地
獄
及
び
八
万
四
千
の
地
獄
の
中
に
入
ら
ん
。
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是
く
の
如
く
伝
え
伝
わ
り
て
、
各
の
一
切
の
尽
劫
を
経
て
、
餓
鬼
の
中
お
よ
び
畜
生
の
中
に
堕
し
、
各
の
其
の
劫
辺
を
尽
く
し
、

劫
尽
き
已
り
て
人
間
に
生
じ
、
法
を
信
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
貧
窮
極
苦
し
、
一
生
の
間
に
無
数
の
大
病
を
受
け
、
無
門
画
夜
に
、

是
の
如
く
の
病
に
苦
し
む
。
一
善
を
も
修
せ
ず
、
命
終
の
後
、
ま
た
阿
鼻
地
獄
の
中
に
堕
す
。
是
の
故
に
大
苦
悩
を
受
け
て
善

所
に
生
ぜ
ず
。
故
に
不
信
の
者
に
は
、
為
に
此
の
三
真
言
、
三
身
仏
果
、
三
菩
提
の
良
薬
を
説
く
べ
か
ら
ず
。）
18
（

と
、
地
獄
に
関
す
る
言
及
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
獄
に
関
す
る
記
事
は
、『
三
種
悉
地
軌
』、『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
お
い
て
、『
破
地
獄
軌
』
が
最
も
地
獄
を
意
識
し
て
編
纂
さ
れ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
「
七
遍
の
殃
い
」
の
記
事
は
、
先
述
し
た
『
尊
勝
儀
軌
』
に
も
「
七
遍
畜
生
の
身）
19
（

」
と
あ

り
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
と
『
尊
勝
儀
軌
』
が
共
に
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

三
、
ま
と
め

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
に
お
け
る
「
破
地
獄
」
は
、
三
種
悉
地
の
真
言
に
よ
る
破
地
獄
で
あ
り
、

三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
独
自
の
破
地
獄
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
群
の
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
に
依
拠
す
る
仏
→
善
住
天

子
系
統
に
由
来
す
る
破
地
獄
思
想
で
あ
る
。

　
覚
鑁
の
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
お
い
て
、
内
臓
の
五
処
に
阿
鑁
覧
唅
欠
の
五
字
を
配
当
す
る
と
い
っ
た
「
五
臓
観
」
の
典
拠

と
な
っ
て
い
る
の
は
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
中
で
も
『
三
種
悉
地
軌
』
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
三
種
悉
地
軌
』
に

は
「
七
編
の
殃
」
や
「
起
教
菩
薩
」（
善
住
天
子
也
）
と
い
っ
た
記
事
が
な
い
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、『
三
種
悉
地
軌
』
に
は
、
五
臓

観
の
典
拠
と
な
る
よ
う
な
記
事
が
付
加
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
れ
は
、
直
ち
に
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ

う
い
っ
た
点
に
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
日
本
的
展
開
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
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ま
た
、
三
種
悉
地
の
真
言
の
日
本
的
展
開
と
し
て
、
こ
の
真
言
が
「
開
眼
大
事
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
い
つ
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
こ
の
真
言
が
「
開
眼
大
事
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
詳
細
な
過
程
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

今
後
も
課
題
と
し
て
注
視
し
た
い
。

《
参
考
文
献
》

上
田
【
二
〇
〇
八
】：�

改
訂
『
真
言
密
教
事
相
概
説
︱
諸
尊
法
・
潅
頂
部
︱
下
』

（
同
朋
舎
、
二
〇
〇
八
）

大
村
【
一
九
一
八
】：�

大
村
西
崖
『
密
教
発
達
志
』（
仏
書
刊
行
会
図
像
部
、

一
九
一
八
）（
一
九
七
二
年
復
刻
）

小
崎
【
二
〇
一
六
】：�

小
崎
良
行
『
尊
勝
仏
頂
脩
瑜
伽
法
軌
儀
』「
尊
勝
真
言

持
誦
法
則
品
」
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
六
五
、

二
〇
一
六
）

小
崎
【
二
〇
一
八
】：�

小
崎
良
行
「
善
無
畏
仮
託
の
経
軌
成
立
過
程
に
つ
い
て
」

（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
七
︱
一
、
二
〇
一
八
）

小
崎
【
二
〇
二
三
】：�

小
崎
良
行
「
漢
訳
経
典
・
儀
軌
の
成
立
事
情
：
善
無

畏
訳
を
中
心
と
し
て
」（『
現
代
密
教
』
三
二
、
二
〇

二
三
）

長
部
【
一
九
七
一
】：�

長
部
和
雄
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』（
神
戸
商
科
大
学
経

済
研
究
所
、
一
九
七
一
）

長
部
【
一
九
七
一
Ａ
】：�

長
部
和
雄
「
漢
訳
三
種
悉
地
法
の
系
譜
」�

　
　（『
唐
代
密
教
史
雑
考
』
所
収
、
神
戸
商
科
大

学
経
済
研
究
所
、
一
九
七
一
）

長
部
【
一
九
七
一
Ｂ
】：�

長
部
和
雄
「
唐
代
後
期
胎
蔵
系
密
教
学
の
二
流
派

と
三
種
悉
地
法
」�

　
　（『
唐
代
密
教
史
雑
考
』
所
収
、
神
戸
商
科
大

学
経
済
研
究
所
、
一
九
七
一
）

神
林
【
一
九
三
一
】：�

神
林
隆
浄
「
破
地
獄
三
種
悉
地
法
解
題
」（『
国
訳
一

切
経
』
大
東
出
版
社
、
密
教
部
三
、
一
九
三
一
）

小
宮
【
二
〇
二
〇
】：�

小
宮
俊
海
「「
開
眼
大
事
」
に
つ
い
て
」（『
現
代
密
教
』

三
〇
、
二
〇
二
〇
）

佐
々
木
【
二
〇
〇
九
Ａ
】：�

佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
概
観
」（『
現

代
密
教
』
二
〇
、
二
〇
〇
九
）

佐
々
木
【
二
〇
〇
九
Ｂ
】：�

佐
々
木
大
樹
「
漢
訳
尊
勝
儀
軌
の
研
究
︱
特
に
『
尊

勝
仏
頂
修
瑜
伽
法
軌
儀
』
を
中
心
と
し
て
︱
」

（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
三
一
、

二
〇
〇
九
）
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佐
々
木
【
二
〇
一
一
】：�

佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
因
縁
譚
を
め

ぐ
る
一
考
察
︱
特
に
『
悪
趣
清
浄
タ
ン
ト
ラ
』
と

の
関
係
を
中
心
に
︱
」（『
密
教
学
研
究
』
四
三
）、

二
〇
一
一
）。

陳
【
二
〇
〇
九
】：�

陳
金
華
『Legend�and�Legitim

atiion

』�

～T
he�Form

ation�of�T
endai�Esoteric�Buddhism

�
in�Japan

～
（
二
〇
〇
九
）

苫
米
地
【
一
九
九
八
】：�
苫
米
地
誠
一
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
所
収
「
三

種
悉
地
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
法
」

解
説
（
雄
山
閤
出
版
、
一
九
九
八
）

苫
米
地
【
二
〇
〇
七
】：�

苫
米
地
誠
一
「『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』

解
題
」『
真
福
寺
古
目
録
集
』
二
、
二
〇
〇
七
）

那
須
【
一
九
九
七
】：�

那
須
政
隆
「
破
地
獄
儀
軌
に
つ
い
て
」（『
那
須
政
隆

著
作
集
』
一
巻
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
九
七
）

朴
【
二
〇
〇
九
】：�

朴
埈
奭
『
唐
末
中
国
密
教
と
入
唐
僧
に
よ
る
日
本
将
来

の
研
究
』（
博
士
論
文
（
大
正
大
学
）
甲
第
五
九
号
、
二

〇
〇
九
）

八
田
【
一
九
八
五
】：�

八
田
幸
雄
『
真
言
事
典
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
八
五
）

松
長
【
一
九
九
八
】：�

松
長
有
慶
「
三
種
悉
地
と
破
地
獄
」（『
松
長
有
慶
著

作
集
』
三
巻
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
九
八
。
※
な
お
、

当
該
論
文
初
出
は
『
密
教
文
化
』
一
二
一
、
一
九
七
八
）

松
永
【
一
九
二
九
】：�

松
永
有
見
「
三
種
悉
地
破
地
獄
儀
軌
の
研
究
」（『
密

教
研
究
』
三
五
、
一
九
二
九
）

三
崎
【
一
九
八
八
】：�

三
崎
良
周
『
台
密
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）

三
崎
【
一
九
九
五
】：�

三
崎
良
周
「
台
密
の
師
祖
伝
教
大
師
の
密
教
思
想
」（『
密

教
大
系
』
六
巻
所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
九
五
）

註（
１
）
本
宗
『
作
法
集
』
所
収
の
「
開
眼
大
事
」
に
関
し
て
は
、
小
宮
【
二

〇
二
〇
】
を
ご
参
照
頂
き
た
い
。

（
２
）
上
田
【
二
〇
〇
八
】
は
「
こ
の
三
種
真
言
を
誦
ず
る
こ
と
に
よ
り
上

中
下
の
三
種
悉
地
を
成
就
し
法
報
応
の
三
身
を
成
就
す
る
。
こ
の
三

身
は
法
身
毘
盧
遮
那
の
体
で
あ
り
、
五
部
（
金
）
三
部
（
胎
）
の
源

で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
真
言
を
開
眼
作
法
に

用
い
る
こ
と
は
、
新
仏
を
両
部
不
二
、
三
身
即
一
の
法
身
の
体
と
な

す
た
め
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
上
田
【
二
〇
〇
八
】
四
一
七

～
四
一
八
頁

（
３
）
長
部
【
一
九
七
一
Ｂ
】、
小
崎
【
二
〇
一
八
】
等
参
照
。

（
４
）
佐
々
木
【
二
〇
〇
九
Ｂ
】
参
照
。

（
５
）『
大
正
蔵
』
五
五
、
一
一
一
七
上

（
６
）
苫
米
地
【
二
〇
〇
七
】、
六
一
〇
頁
。

（
７
）『
大
正
蔵
』
五
五
、
一
〇
六
八
中

（
８
）『
弘
法
大
師
真
蹟
集
成
』
第
二
帙
（
法
蔵
館
、
一
九
七
三
、
二
二
二
頁
）

（
９
）
松
長
【
一
九
九
八
】、
二
三
八
頁
。

（
10
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
一
九
六
中
、
二
〇
〇
下

（
11
）
八
田
【
一
九
八
五
】
で
は
こ
の
真
言
を
「
か
か
り
火
が
一
切
を
燒
尽

し
光
を
発
す
る
の
に
喩
え
て
、
智
火
が
煩
悩
を
焼
尽
し
て
智
の
世
界

を
開
い
て
い
く
こ
と
を
示
す
真
言
で
、
破
地
獄
の
真
言
と
し
て
唱
え
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ら
れ
る
。」（
八
田
【
一
九
八
五
】
事
典
番
号
、
四
三
〇
）
と
、
解
説

し
て
い
る
。

（
12
）
朴
【
二
〇
〇
九
】
で
は
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
所
説
の
三
種
悉

地
の
真
言
と
同
様
の
真
言
で
あ
る
、
三
部
三
摩
耶
の
真
言
を
、
最
澄

に
授
け
た
順
暁
に
よ
っ
て
、
空
海
が
真
言
の
書
面
だ
け
を
直
接
受
け

た
可
能
性
を
示
唆
し
な
が
ら
も
、
松
長
【
一
九
九
八
】
の
指
摘
し
て

い
る
通
り
、
空
海
が
将
来
し
た
破
地
獄
の
真
言
と
、
三
本
の
「
破
地

獄
儀
軌
」
所
説
の
三
種
悉
地
の
真
言
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め

「『
三
十
帖
策
子
』
に
破
地
獄
の
真
言
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

空
海
が
三
種
悉
地
の
真
言
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、
三
種
の
破
地
獄
儀
軌
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
何
の
手
掛
か

り
に
も
な
ら
な
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
朴
【
二
〇
〇
九
】、
一
三

一
～
一
三
二
頁
）

（
13
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
三
下

（
14
）
松
長
【
一
九
九
八
】
二
三
九
頁

（
15
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
六
〇
三
下

（
16
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
七
一
九
上

（
17
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
二
三
五
下
、
二
三
七
上
、
二
六
一
下
～
二
六
三
上�

な
お
松
長
【
一
九
九
八
】
は
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』
に
は
、
三
種
悉

地
と
し
て
天
上
、
虚
空
、
地
上
の
三
悉
地
を
説
く
箇
所
（『
大
正
蔵
』

一
九
、
二
六
三
上
）
も
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
指
摘
し
て
い
る
。

（
18
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
二
七
二
下

（
19
）
松
長
【
一
九
九
八
】
二
四
〇
頁

（
20
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
五
二
上
・
五
三
上

（
21
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
六
二
上

（
22
）
松
長
【
一
九
九
八
】
二
四
〇
頁

（
23
）『
大
日
経
疏
』
の
上
品
、
中
品
、
下
品
、
三
品
の
記
事
は
次
の
如
く
で

あ
る
。「
此
の
中
に
悉
地
宮
と
言
う
に
、
上
中
下
有
り
。
上
は
謂
わ
く

密
厳
仏
国
に
し
て
、
三
界
を
出
過
し
て
二
乗
の
見
聞
し
得
る
所
に
非
ず
。

中
は
謂
わ
く
十
方
浄
厳
、
下
は
謂
わ
く
諸
天
修
羅
宮
等
な
り
。
若
し

行
者
、
三
品
の
持
明
仙
と
成
ら
ん
時
、
是
の
如
く
の
悉
地
宮
の
中
に

安
住
せ
ば
、
當
に
此
の
喩
を
以
て
観
察
す
べ
し
。
海
気
日
光
の
因
縁

を
も
て
、
邑
居
厳
麗
に
し
て
層
臺
の
人
物
、
燦
然
と
し
て
観
る
べ
き

が
如
く
、
彼
の
愚
夫
の
妄
り
に
貪
著
を
生
じ
て
、
其
の
実
事
を
求
む

る
に
同
ず
べ
か
ら
ず
。
此
の
因
縁
を
以
て
、
種
種
の
勝
妙
の
五
塵
の

中
に
於
て
、
浄
心
、
罣
礙
す
る
所
無
き
な
り
」（『
大
正
蔵
』
三
九
、

六
〇
八
上
）
こ
の
よ
う
に
、『
大
日
経
疏
』
所
説
の
三
品
は
明
ら
か
に

階
位
が
存
在
す
る
。

（
24
）『
観
無
量
寿
経
』
で
は
、
上
品
、
中
品
、
下
品
そ
れ
ぞ
れ
に
、
上
生
、

中
生
、
下
生
が
あ
り
、
九
品
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
品
が
説
か
れ
る
。

ま
た
『
大
日
経
疏
』
同
様
、
三
品
に
階
位
が
あ
る
。（『
大
正
蔵
』
一
二
、

三
四
四
下
～
三
四
六
中
）。

（
25
）
長
部
【
一
九
七
一
Ｂ
】、
小
崎
【
二
〇
一
八
】
等
参
照
。

（
26
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
八
〇
上

（
27
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
八
〇
上

（
28
）
長
部
【
一
九
七
一
Ｂ
】
二
一
六
頁
～
二
二
二
頁

（
29
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
六
一
五
下

（
30
）『
伝
教
大
師
全
集
』
一
、
二
七
九
～
二
八
〇
頁
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（
31
）『
大
仏
全
』（
仏
書
刊
行
会
）
二
七
、
九
八
五
頁

（
32
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
五
二
中

（
33
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
二
〇
上

（
34
）『
大
正
蔵
』
二
〇
、
七
〇
九
中

（
35
）『
大
正
蔵
』
二
〇
、
七
一
六
上

（
36
）『
大
正
蔵
』
七
五
、
九
八
中

（
37
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
九
中
（『
三
種
悉
地
軌
』）・
九
一
四
下
（『
破

地
獄
陀
羅
尼
軌
』）。『
破
地
獄
軌
』
に
は
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。

（
38
）
大
村
【
一
九
一
八
】
四
三
二
頁
～
四
三
三
頁
。

（
39
）
神
林
【
一
九
三
一
】、
松
永
【
一
九
二
九
】、
長
部
【
一
九
七
一
】、
那

須
【
一
九
九
七
】。
さ
ら
に
、
松
長
【
一
九
九
八
】
で
は
こ
れ
ら
の
儀

軌
の
撰
述
は
最
澄
・
空
海
の
帰
国
し
た
八
〇
四
年
な
い
し
八
〇
五
年

以
後
、
蘇
悉
地
隆
盛
の
八
三
〇
年
代
以
前
に
置
く
こ
と
も
可
能
で
あ

る
と
し
て
い
る
。（
松
長
【
一
九
九
八
】、
二
四
九
頁
）。

　
三
崎
【
一
九
九
五
】
は
『
破
地
獄
儀
軌
』
は
安
然
の
『
胎
蔵
界
大

法
対
受
記
』
に
始
め
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
唐
末
の
成
立
で

あ
る
と
し
、
法
全
の
時
代
よ
り
も
降
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
へ
の
将
来
に
関
し
て
は
、「
入
唐
八
家
以
外
の
何
人
か
、

あ
る
い
は
商
舶
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。」
と
指
摘
し

て
い
る
（
三
崎
【
一
九
九
五
】
二
九
〇
頁
）。

（
40
）『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
、
一
一
二
一
頁~

一
一
八
二
頁

（
41
）
那
須
【
一
九
九
七
】
二
六
頁
。
苫
米
地
【
一
九
九
八
】
二
六
九
頁
、

参
照
。

覚
鑁
は
『
三
種
悉
地
軌
』
の
記
事
（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
〇
九
下
～

九
一
二
上
）
を
引
用
ま
た
は
依
用
し
、
五
字
・
五
輪
・
五
臓
を
説
明

し
て
い
る
。（『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
、
一
一
三
九
～
一
一
五
二
頁
）。

（
42
）
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の
う
ち
、『
三
種
悉
地
軌
』
と
『
破
地
獄
軌
』

が
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
研
究
も
あ
る
。
苫

米
地
【
一
九
九
八
】
参
照
。
さ
ら
に
、
三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
の

最
新
の
研
究
と
し
て
、
陳
【
二
〇
〇
九
】
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、

三
本
の
「
破
地
獄
儀
軌
」
が
日
本
で
成
立
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
陳
【
二
〇
〇
九
】
参
照
）。

（
43
）『
三
種
悉
地
軌
』、『
大
正
蔵
』
一
八
・
九
一
〇
頁
中
・『
破
地
獄
軌
』、

『
大
正
蔵
』
一
八
・
九
一
二
頁
中
・『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』、『
大
正
蔵
』

一
八
・
九
一
五
頁
上

（
44
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
七
七
下

（
45
）『
密
教
大
辞
典
』
一
七
九
九
頁

（
46
）『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
一
〇
、
補
遺
Ⅱ
、
八
一
〇
頁
（
世
界
聖
典
刊
行

協
会
、
一
九
三
六
））
で
は
「
仏
力
・
法
力
に
よ
り
地
獄
の
苦
を
脱
す

る
こ
と
を
破
地
獄
と
い
い
、
破
地
獄
の
た
め
に
称
え
る
誦
文
を
破
地

獄
の
文
と
い
う
。
人
が
三
宝
を
信
ず
れ
ば
善
趣
に
生
れ
、
信
ぜ
ざ
れ

ば
悪
趣
に
堕
す
る
と
い
う
観
念
に
発
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
生
経
類
・
譬
喩
経
類
に
は
、
種
々
の
危
難
に
陥
り
、
ま
た
は
羅
刹

の
牢
城
や
地
獄
に
遭
遇
し
た
人
々
が
「
南
無
仏
」
を
称
え
て
そ
の
危

難
を
免
れ
る
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
有
す
る
物
語
が
数
多
く
見
出
さ

れ
る
。
ま
た
地
獄
に
堕
ち
た
者
が
、
崇
高
な
精
神
を
発
揮
し
た
た
め
に
、

天
界
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
物
語
も
あ
る
（
例
え
ば
、
雑
宝
蔵

経
巻
一
、
慈
童
女
の
縁
）。
大
乗
経
典
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
次
の
如
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き
も
の
が
あ
る
。」
と
し
、
次
の
五
つ
の
用
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
一
）
新
訳
華
厳
経
巻
十
九
（
夜
摩
天
宮
品
）
覚
林
菩
薩
の
偈
「
若
人�

欲
レ
了
二
知
、
三
世
一
切
仏
一
、
応
レ
観
二
法
界
性
、
一
切
唯
心
造
一
」。

唐
の
文
明
元
年
洛
陽
に
王
明
幹
な
る
も
の
が
あ
り
、
死
し
て
地
獄
に

至
っ
た
。
時
に
地
蔵
菩
薩
、
地
獄
の
門
前
に
あ
り
て
こ
の
偈
を
授
け
、

こ
れ
を
誦
す
れ
ば
地
獄
の
苦
を
除
く
べ
し
と
告
げ
た
。
門
内
に
入
り

て
閻
羅
王
に
対
し
て
こ
の
偈
を
誦
し
た
と
こ
ろ
、
法
験
に
よ
り
地
獄

の
苦
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
い
う
（
華
厳
経
大
疏
鈔
十
九
上
、
宗
鏡
録
九
、

仏
祖
統
記
三
十
三
、
往
生
要
集
下
）。

（
二
）
無
量
寿
経
巻
下
に
出
る
偈
文
「
其
仏
本
願
力
、
聞
レ
名
欲
二
往
生
一
、

皆
悉
到
二
彼
国
一
、
自
到
二
不
退
転
一
」
小
乗
戒
の
人
、
唐
の
玄
通
律
師

は
、
破
戒
し
て
死
後
閻
羅
王
の
許
に
い
た
る
。
こ
の
偈
を
説
く
に
閻

羅
王
大
い
に
驚
き
、
西
方
弥
陀
如
来
の
功
徳
を
説
く
も
の
な
り
と
し

て
礼
拝
し
た
と
い
う
（
和
語
灯
録
巻
一
）。

（
三
）
観
無
量
寿
経
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
称
え
れ
ば
衆
々
の
罪
障

を
滅
し
地
獄
の
苦
を
ま
ぬ
が
れ
る
と
説
く
。

（
四
）
法
華
経
の
十
如
是
の
文
、
ま
た
譬
喩
品
の
「
如
来
已
離
二
三
界
火

宅
一
、
寂
然
閑
居
、
安
二
処
林
野
一
、
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中

衆
生
、
悉
是
吾
子
、
而
今
此
処
、
多
二
諸
患
難
一
、
唯
我
一
人
、
能
為
二

救
護
一
」
の
文
等
も
破
地
獄
の
文
と
さ
れ
る
。

（
五
）「
唵
阿
謨
伽
尾
盧
左
曩
」
等
の
真
言
も
こ
の
種
の
中
に
数
え
う
る

（
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
巻
二
十
八
）。
ま
た
元
亨
釈
書
巻
九
に
よ
れ
ば
、

空
海
の
門
人
智
泉
は
地
蔵
軌
に
よ
り
て
破
地
獄
法
を
修
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
は
、
地
蔵
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
、
光
明
真
言
等
に
よ
る
破
地

獄
の
思
想
で
あ
る
。

（
47
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
五
〇
上

（
48
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
七
一
一
上

（
49
）『
大
正
蔵
』
二
〇
、
六
四
四
下

（
50
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
六
三
八
上

（
51
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
二
二
九
上

（
52
）
松
長
【
一
九
九
八
】、
二
三
八
頁

（
53
）『
大
正
蔵
』
二
〇
、
三
八
四
下
～
三
八
五
上

（
54
）『
大
正
蔵
』
二
〇
、
四
六
〇
中

此
の
印
を
作
す
時
、
地
獄
の
門
開
き
て
受
苦
の
衆
生
一
時
に
解
脱
し
、

焔
摩
羅
王
心
に
歓
喜
を
生
ず
。
観
世
音
菩
薩
大
慈
大
悲
を
以
て
、
衆

生
を
憐
愍
す
る
が
故
に
、
此
の
法
を
説
き
た
ま
ふ
。

（
55
）
松
長
【
一
九
九
八
】
二
三
八
頁
、
参
照
。

（
56
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
四
下
～
九
一
五
上

（
57
）『
広
辞
苑
』
第
六
版
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
一
五
七
七
下

（
58
）『
広
辞
苑
』
第
六
版
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
六
二
九
下

（
59
）
な
お
、『
三
種
悉
地
軌
』
の
序
分
は
、『
破
地
獄
陀
羅
尼
軌
』
と
ほ
ぼ

同
文
で
あ
る
。

（
60
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
二
中

（
61
）『
破
地
獄
儀
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
二
中
～
下
）・『
破
地
獄
陀

羅
尼
軌
』（『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
四
下
～
九
一
五
上
）

（
62
）『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
と
そ
の
儀
軌
の
分
類
に
関
し
て
は
、
佐
々
木

【
二
〇
〇
九
Ａ
】
に
詳
し
い
）

（
63
）
善
住
天
子
の
因
縁
に
よ
る
破
地
獄
の
思
想
は
、
一
連
の
『
仏
頂
尊
勝
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陀
羅
尼
経
』
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

・
仏
陀
波
利
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
蔵
』
一
九
、
九
六
七
番
、

三
五
〇
上
）

・
杜
行
顗
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
蔵
』
一
九
、
九
六
八
番
、

三
五
三
上
）

・
地
婆
訶
羅
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
蔵
』
一
九
、
九
六
九
番
、

三
五
五
下
）

・
地
婆
訶
羅
訳
『
最
勝
仏
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
呪
経
』（『
大
正
蔵
』
一
九
、

九
七
〇
番
、
三
五
七
下
）

・
義
浄
訳
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』（『
大
正
蔵
』
一
九
、
九
七
一
番
、

三
六
一
下
～
三
六
二
上
）

（
64
）
佐
々
木
【
二
〇
一
一
】
五
七
頁

（
65
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
四
九
下
～
三
五
〇
上

（
66
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
五
〇
上

（
67
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
五
〇
中

（
68
）『
大
正
蔵
』
一
八
、
九
一
四
上

（
69
）『
大
正
蔵
』
一
九
、
三
六
八
中
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